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計算グリッドの見直しによる応力インバージョンの改良
Improvement of stress tensor inversion by the revision of computational grid
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応力インバージョンに使う計算グリッドを，球コードを利用することで改良し，応力の分解能を向上させることがで
きた．球コードというのは，この場合，5次元空間の単位球面上にほぼ等間隔に分布する，6万個の点の集合である．こ
の配置をつくるために，まず，この球面上にランダムに 6万個の点をばらまいて初期配置とし，数値的最適化を行った．
具体的には，それらの点が同一電荷を持つ粒子の位置を表すとして，全静電ポテンシャルを最小化する配置を，パソコ
ンで 3ヶ月かけて計算した．
応力インバージョンでは，それらの点ひとつひとつが異なる応力状態を表す．本研究により，6万通りの応力状態がほ

ぼ「等間隔」に定義されたことになる．
それら応力状態の集合を計算グリッドとして，多重逆解法に組み込んだ．応力をいくつか仮定し，100条ほどの断層が

それらのいずれかで動いたとして人工データを生成し，同法で処理して仮定した応力たちが検出できるか検討した．そ
の結果，従来の計算グリッドを使う場合より，応力の分解能をあげることができた．
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